
総裁選がらみ百人一首等替え歌    令和 6 年 9月       青野正宏 

 

忘らるる 候補宣言 無視される マスコミなどに 悔しくもあるかな 

マスコミに無視され 抗議 NHKはしぶしぶ形だけ名を入れた 

推薦者 集める見込み 遠ければ また立てもせず 総裁選 

ぎりぎりで 泣くや 推薦 足らなくて 立つを見送り ひとりふて寝か 

やっぱり無理だった ギリギリかどうかは知らんけど 

支持すると 言ひしばかりに 議員をの 推薦人を 待ち出でつるかな 

立候補できた議員も推薦と支持とは違うといわれて苦労した人も 

ポストには絶えて久しく なりぬれど 名こそ流れて なほ聞こえけれ 

はぐれ狼として党内には孤立しているが、国民的人気はいまだにあり 今回が最後か 

安倍さんは 消えて久しく なりぬれど 名こそ利用で なほ聞こえけれ 

安倍氏の遺志を継ぐとの旗印の候補 

党員は かなしからずや あの候補 この候補にも 染まずただよふ 

決めかねている議員もいるだろう 

応援と 言ひしばかりに ふたまたの 議員の支持を 待ち出でつるかな 

どちらにもいい顔する議員 はたしてだれに投票する? 

もろともに あはれと思へ あの候補 彼らのほかに 支持者もなし 

彼らとは推薦人 あの候補とは??? 

票のため 惜しからさりし 政策も ながくもかなと 思ひけるかな 

これまで消極的だったのに急に改革的政策を打ち出した 選挙がおわればどうなることやら 

気をはやみ 同系複数 立候補 割れても末に 合わんとぞ思ふ 

同一派閥あるいは同一傾向の議員が立候補、仮に二次まで行けばまとまるかどうか 

有力者 移りにけりな いたづらに わが身人気と ながめせし間に 

型破りな言動で人気があったとしても安心してはいけない 

選挙後の 行く末までは難ければ 今日を限りの 人気ともがな 

仮に人気だけで当選しても 実力が伴わければ急落も 

たはむれに 彼を担いで そのあまり 軽きに泣きて 支持は進まず 

昔 小沢一郎が 「総理は軽くてパーがいい」と言ったが 

票見れば 千々にものこそ かなしけれ わが身ひとりの ことではあらねど 

落選候補 

票来ぬと 目にはさやかに 見えねども 開票結果に おどろかれぬる 

そんなサプライスの結果になるかどうか 

 

注 9月 27日を過ぎればもう少し推敲できたのだが・・・・・・ 

 

備考 元歌 

忘らるる 身をば思はず 誓ひてし 人の命の 惜しくもあるかな 右近 



大江山 生野の 道も遠ければ 未だふみもみず 天橋立 小式部内侍 

きりぎりす鳴くや霜夜のさむしろに衣片敷きひとりかも寝む 後京極摂政前太政大臣 

滝の音は、絶えて久しくなりぬれど 名こそ流れて なほ聞こえけれ 大納言公任 

白鳥は かなしからずや 空の青 海のあをにも 染まずただよふ 若山牧水 

今来むと 言ひしばかりに 長月の 有明けの月を 待ち出でつるかな 素性法師 

もろともに あはれと思へ 山桜 花よりほかに 知る人もなし  前大僧正行尊 

君がため 惜しからざりし 命さへ ながくもがなと 思ひけるかな 藤原義孝 

せをはやみ 岩にせかかる 滝川の われても末に 逢わんとぞ思ふ 崇徳院 

花の色は 移りにけりな いたづらに わが身世にふるながめせし間に 小野小町 

忘れじの 行く末までは難ければ 今日を限りの 命ともがな 儀同三司母 

たはむれに 母を背負いて そのあまり 軽きに泣きて 散歩あゆます 石川啄木 

月見れば 千々に ものこそ 悲しけれ わが身ひとつの 秋にはあらねど 大江千里 

秋来ぬと 目にはさやかに 見えねども 風の音には おどろかぬる 藤原敏行 

 


